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□転入  174 人　□転出  157 人
□出生    25 人　□死亡    63 人

　令和 6 年 5 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　54,955 人（ － 457）
　〔うち外国人 773 人〕
　　男　26,061 人  （ － 174）
　　女　28,917 人  （ － 283）
■世帯数　27,793 世帯（+186）

　
遠
賀
川
洪
水
の
歴
史

　
遠
賀
川
は
彦
山
川・犬
鳴
川
な
ど
多
く
の

支
流
を
有
す
る
大
河
で
す
が
、流
域
の
住
民

は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
洪
水
の
被
害
に
悩

ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。　

　
洪
水
に
よ
る
炭
鉱
被
害
の
救
済
措
置

　

明
治
時
代
に
な
る
と
筑
豊
炭
田
の
開
発

が
進
み
、炭
鉱
は
日
本
全
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
支
え
る
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　
洪
水
に
よ
る
炭
鉱
の
被
害
は
採
掘（
坑
道

の
水
没
）や
石
炭
輸
送（
川
舟
や
鉄
道
の
運

行
停
止
）な
ど
極
め
て
甚
大
で
、炭
鉱
経
営

は
危
機
に
瀕
し
ま
し
た
。

　
貝
島
太
助・麻
生
太
吉・安
川
敬一郎
な
ど

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
主
要
炭
鉱
主
た
ち

は
政
府
に
強
力
に
働
き
か
け
、国
の
直
轄
事

業
と
し
て
改
修
工
事
が
施
工
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。　

　
遠
賀
川
改
修
記
念
碑

　

遠
賀
川
改
修
記
念
碑
は
改
修
工
事
の
完

成
を
記
念
し
て
大
正
六
年（
１
９
１
７
年
）に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

碑
は
遠
賀
川
水
辺
館
の
下
流
側
に
あ
り

西
側
の
側
面
に
は
直
方
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
設
置
し
て
直
方
市
に
寄
贈
し
た
写
真
入

り
の
説
明
板
が
あ
り
、次
の
通
り
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
『
こ
の
記
念
碑
は
、
明
治
三
九
年

（
１
９
０
６
年
）か
ら
大
正
六
年
に
か
け
て

行
わ
れ
た
、遠
賀
川
流
域
の
大
改
修
工
事
の

記
念
碑
で
あ
る
。

　

遠
賀
川
流
域
は
古
く
か
ら
洪
水
が
繰
り

返
さ
れ
、特
に
明
治
三
八
年（
１
９
０
５
年
）

７
月
に
は
３
５
１
ミ
リ
の
降
雨
に
よ
り
水
位

は
７
メ
ー
ト
ル
を
記
録
、鉄
道
軌
道
上
の
水

位
は
植
木・直
方
間
で
２・３
メ
ー
ト
ル
、直

方
駅
構
内
で
１・４
メ
ー
ト
ル
を
測
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、同
年
に
鞍
手
郡
が
主
唱
し

て「
遠
賀
川
改
修
工
事
期
成
同
盟
会
」を

結
成
、翌
三
九
年
四
月
に
は
改
修
工
事
４
，

３
９
５
千
円
、十
年
間
の
継
続
事
業
と
し
て

議
決
さ
れ
た
。

　
明
治
三
九
年
か
ら
の
工
事
を
第一期
改
修

工
事
と
呼
ぶ
。工
事
は
流
路
の
直
線
化
や
付

替
え
、川
幅
の
拡
張
、河
口
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
、堤
外
地

（
堤
防
の
川
側
）の
掘
下
げ
お
よ
び
堤
防
の

強
化
が
な
さ
れ
た
。現
場
で
は
フ
ラ
ン
ス
製
の

「
ド
コ
ー
ビ
ー
ル
」と
い
う
小
型
機
関
車
な

ど
今
日
の
水
準
か
ら
見
て
も
驚
く
ほ
ど
の
機

械
力
が
投
入
さ
れ
た
。

　
こ
の
結
果
、改
修
工
事
は
順
調
に
進
み
、

大
正
六
年
に一応
の
完
工
を
み
た
。直
方
の
市

街
地
が
北
方
に
拡
大
し
た
の
は
、こ
の
時
以

降
で
あ
る
。』

　
補
足
説
明

・総
工
費
の
五
百
万
円
は
現
在
価
格
で
は
約

五
百
億
円
の
巨
額
で
あ
っ
た
。

・近
代
的
堤
防
の
完
成
に
よ
り
洪
水
の
被
害

が
防
止
さ
れ
、堤
防
上
部
の
道
路
は
現
在
の

自
動
車
時
代
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

・古
町
の
北
側一帯
は
江
戸
時
代
の
直
方
惣

郭
図
に
あ
る
通
り一面
の
低
湿
地
で
家
並
み

は
無
か
っ
た
が
、工
事
で
発
生
し
た
排
土
が

埋
立
て
に
使
わ
れ
て
新
興
市
街
地
が
誕
生

し
た
。

・区
画
整
理
に
よ
り
新
し
い
地
名
が
多
数
生

ま
れ
た
が
、後
に
国
鉄
直
方
駅（
明
治
四
三

年（
１
９
１
０
年
）現
在
地
に
移
転
）北
側

は「
須
崎
町
」、日
の
出
橋（
明
治
四
五
年

（
１
９
１
２
年
）初
代
架
橋
）北
側
は「
日
吉

町
」に
統
合
さ
れ
旧
町
名
は
消
え
た
。

  
直
方
の
炭
鉱
の
歴
史

  
第
５
回

　

遠
賀
川
改
修
工
事
と
炭
鉱

第第112112回回

改
修
記
念
碑
の
説
明
文
と
写
真




